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組合概要

組合名 橿原市上下水道協同組合

所在地
〒634-0075
橿原市小房町８番３０号

設立 昭和54年3月5日

代表者 理事長 山下 善一

組合員数 16事業所

水道工事業者の主な業務内容
・新築及び既存建物内の給水管の設置・交換の実施による安全な水の提供
・下水道や浄化槽に接続するための排水管の施工・修繕
・老朽化や地盤沈下などによる漏水の発見及び修理の実施
・浄水場や給水設備、ポンプ場などの定期点検やメンテナンス
・道路下に埋設されている水道本管や下水道管の新設・更新工事
これらの業務を通じて各家庭へ安全・安心な水を提供しています。

※また、災害発生時には、水道設備復旧のため現地に赴き、応急修理作業の
支援も実施。（阪神淡路大震災、熊本地震、能登半島地震への支援実績あり）

2024年2月
能登町での復旧支援活動
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課題

組合ができることとは？

現場従事者
の育成

災害発生後
の支援体制
整備 今後予想

される老朽化
した水道管の
更新業務への

対応

県域水道
一体化へ
の対応

建設現場へ
のデジタル
技術導入
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実施結果

災害発生時における支援体制構築

（現状の姿） （あるべき姿）

本事業を終えて…
（良かった点）（工夫点）（今後の目標）

中央会職員が作成（説明者は組合を想定）

災害時の役割分担が決まっていない
（災害発生時の行動計画等がない）
「災害発生リスクに対する認識の低さ」

災害発生時にいち早く復旧活動を
実施するための取組み。
「被災時対応マニュアルの整備」

（ギャップ）
「災害発生時における組合員の役割と責任の明確化」

頻発する自然災害への対応

橿原市内で災害発生時の対応方法 「連携事業継続力強化計画」の策定

・会議の前に組合員向け講習会を実施し、会議参加者の増加を促した。
・その結果半数以上の組合員が計画策定会議に参加し、組合としての取り組みに
理解をいただき、団結力が高まったこと。
・災害対策への取組を隣接する地域へも広げていきたい
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伴走支援について（中央会）

伴走支援の成果

①災害発生時の役割分担及び災害リスクの認識

②水道工事業者の切実な悩みの把握

・組合員事業所における災害リスクを全員で共有できた。
・組合員の得手不得手を踏まえた役割分担を全員で考えることができた。

・現場の最前線で働く組合員の声を聞くことができた。
・会議内で組合員が抱える現場での問題や悩みを共有することができた。

③今後に向けて
被災時対応要領に基づいた行動計画の実行及び訓練の実施
・行政等が実施する防災訓練への積極的な参加
・組合独自の防災訓練を実施

他地域水道組合との連携を模索
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総括（専門家）全体の総括

【集合研修】

アウトプット

・経営デザインシート

【個別支援】
支援

回数
個別支援⑤

実

施

内

容

・事業継続強化計

画書の最終確認

・連携事業者の役

割の明確化

アウト

プット

【参加社数】
個別支援① 個別支援② 個別支援③ 個別支援④ 個別支援⑤

6 9 5 5 7

連携事業継続力強化計画【電子申請用】

共有された問題点

・災害に対する危機感の欠如

・災害復旧支援活動に対する組合員間の意

識格差

・災害発生時に組合員が担う役割と責任が

明確化できていない

抽出された課題

・災害発生時の組合対応マニュアルの作成

・橿原市との協議体構築（組合認知度向

上）

・組合員間の意識格差解消

・一体化のための事業継続力強化計画策定、

定期的訓練、教育体制整備

ヒアリング内容

・事業継続力強化計画策定の狙

い、目的の確認

・組合の仕事内容

・組合企業のそれぞれの役割

個別支援①

・本支援の目的説明

　「災害時の組合の役割、

責任の明確化」

・事業継続強化計画書作

成手順の説明

個別支援②

・事業継続強化計画策定

①連携事業者の事業概要

②事業継続力強化の目的

③各組合員別の被災状況

個別支援③

・事業継続強化計画策定

①災害発生時の対応手順

②災害発生時の人員体制

③継続力を強化する設備

・組合企業間の対応協定書

個別支援④

・事業継続強化計画策定

①事業継続の重要情報保護

②平時における体制構築

③実効性を確保する取り組み

④実施期間

・災害対策リスクファイナンス
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総括（専門家）全体の総括

①年末年始の繁忙期を考慮した支援日程の作成

②各組合員の業務を考慮した支援時間の設定（17時30分から実施）

③橿原市上下水道協同組合にとって意味のある実体的な計画書の作成

【支援の成果】
①何よりも奈良県初の水道協同組合事業継続力強化計画書が作成できたこと

【今後のアドバイス】

【支援において注意したこと】

①奈良県の協同組合が「事業継続力強化計画」の認定支援を申請することは画期的な取り組み

です。模範例として他の水道協同組合等への横展開をお願いします。

②事業継続力強化計画の申請は、まだまだスタートラインに立った段階です。これからが本番なの

で、継続的な取り組み体制を構築して下さい。

②多くの組合員が参加いただけました。これにより組合にとって良いコミュニケーションが展開できたの

ではないかと思います。

③今後の運営や実施計画の作成について、困った時はいつでも公的支援期間等を頼って下さい。
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総括（専門家）

・信頼と実績のある技術力のある

事業が参加している

知財

・大阪府からの人口流入等による市内人口の増加
・外部コンサルタント（事業継続力強化

計画策定支援）

・人口減少＝水需要減少に伴う

事業収入の減少による設備の更

新や維持管理資金の不足

・水事業に携わる職員の減少に

よる技術者不足

市場状況

外部調達資源（誰から）

知財

外部調達資源（誰から）

橿原市と防災協定締結している。

知財
いつでも利活用できる安心と

組合への信頼

知財の果たしてきた役割

組合は、材料、資材を共同購入し

て販売しているが、田中設備様は

各市町村向けの材料仕様を現場の

意見としてメーカーに要望でき

事業名 がんばる中小企業等の経営力強化・再構築支援事業 作成年月日

どんな相手と組んで

・組合内で災害時の役割分担が定まっていない

・県内で大災害の発生に対する対応に温度差があ

る。

災害発生からの早期復旧を果たすため

の事業継続力強化計画策定

・市内で災害発生時には、組合員が協力して水道設備の復旧作業

に従事する（後方支援も含めて組合内で災害時の役割分担が定

まっている）。

・他地域で災害発生時に復旧支援要請があれば、進んで現地に赴

き困っている人々を助けられる組合となる（「域内での大災害発

生は不可避」という危機感の醸成）

・平時だけではなく災害発生時

においても安全・安心な上下水

道の提供提供先から得てきたもの

2024年8月9日経営デザインシート

内部資源 資源をどのように用いて価値を生み出すか 提供する価値内部資源
資源をどのように用いて価値

を生み出してきたか
提供してきた価値

　　（＋）　　　これまでの外部環境　　　（－） 事業課題（弱み）

提供先から得るもの

大規模災害発生時においても迅

速に利活用できる安心と組合へ

の信頼

知財の果たす役割

「これから」の姿への移行のための戦略

・人口流入増加＝水需要の拡大にともなう事業収入の増加

解決策

・「組合における災害発生時に誰がどういった役割を担うの

かを定めたマニュアル」、及び「組合員自身が被災した場合

の組合としての対応方法マニュアル」の作成

・策定された事業継続力強化計画に基いた橿原市との協議体

の構築（災害発生時の行政等からの要望に即応することで組

合認知度の向上を図る）

・組合員間の意識格差の解消を目的とする組合員が一体にな

る事業継続力強化計画の作成と定期的な訓練や教育体制の整

備

・市内で地震等の大規模災害が発生した場合における初動対応や顧客への対応方

法等を定めたマニュアルの整備（露見した問題点：１．現場作業時に必要な重機

の調達方法及びその支払い方法についての協議が橿原市と詰め切れていなかった

→①重機担当組合員の負担増、②支援活動後の経理処理負担、２．災害復旧支援

活動に対する組合員間の意識の違い）

市場予測

(+)　　　これからの外部環境　　　（－）

移行のための課題

・事業継続力強化計画策

定支援ノウハウと訓練、

教育スキル

知財

必要な資源

・能登半島地震と同クラスの地震発生による老朽化水道設備の甚大な被害発生

・南海トラフ地震発生リスクの高まり

（自然災害の発生数の急増加）

提供先（誰に） 提供先（どんな相手に）

橿原市民誰と組んで
・能登半島地震水道設備復旧支援に派遣

された組合員企業３社６名の実地体験

。　　　　　　　　　　　　　　・熊本

地震の救援支援の経験、ノウハウ（山下

社長、田中設備様も同行）。

・組合が考えるあるべき姿に向かうた

め、まずは、実地で体験した組合員の

声や事業継続力強化計画策定によるそ

の他の組合員の災害に対する意識改革

橿原市民

・平時における安全・安心な

上下水道の提供

知財

何を
橿原市

・組合としての協同事業

提供先へのアクセス方法

資源 ビジネスモデル 価値

こ
れ
か
ら

現状の姿

こ
れ
ま
で

価値資源 ビジネスモデル

経営方針との関係 あるべき姿 経営方針との関係


